
越知町からのお知らせ

5月10日は「地質の日」
～横倉山自然の森博物館
“無料開放”～
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【
日
時
】

５
月
17
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

（
小
雨
決
行
）

※
雨
量
が
多
い
場
合
は
、
５
月
24

日
（
日
）
に
延
期
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・
区
長
（
班
長
）
の
指
示
に
従
い
、

道
路
や
側
溝
等
の
清
掃
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
は
分
別
し
て
清
掃
セ
ン
タ

ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
４

町
内
一
斉
清
掃
の

お
知
ら
せ

　
本
年
１
月
に
佐
川
町
、
日
高
村
、
越
知
町
、
仁
淀

川
町
、
津
野
町
、
梼
原
町
の
６
町
村
で
「
仁
淀
川
・

四
国
カ
ル
ス
ト
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
を
設
立

し
、
地
域
の
地
質
、
植
物
、
文
化
遺
産
を
ア
ピ
ー
ル

し
ユ
ネ
ス
コ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
め
ざ
し
て
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
第
一
回
目
の
現
地

説
明
会
と
し
て
、
日
高
村
で
「
第
１
回
仁
淀
川
・
四

国
カ
ル
ス
ト
ジ
オ
パ
ー
ク
日
高
村
説
明
会
」
を
旧
松

岡
酒
造
（
松
の
緑
）
の
酒
蔵
で
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
高
知
の
ふ
る
さ
と
シ
ン
ガ
ー

”豆
電
球
さ
ん
“
が

日
高
村
ジ
オ
パ
ー
ク
の
歌
を
歌
い
ま
す
。
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
日
高
の
地
質
、
植
物
（
バ
イ
カ
オ
ウ
レ

ン
の
話
）
、
酒
造
り
の
歴
史
、
文
化
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】

５
月
17
日
（
日
）

午
後
２
時

【
場
所
】

旧
松
岡
酒
造
蔵
元
（
日
高
村
）

【
内
容
】

日
高
村
の
地
質
、
植
物
、
歴
史
、
文
化
遺
産
の
説
明

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
日
高
村
役
場
産
業
環
境
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
４
―
５
１
１
１

退
職
者
・

新
規
採
用
者
紹
介

定
額
給
付
金
と
子
育
て
応
援
特
別
手
当

の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す

「
第
１
回
仁
淀
川
・
四
国
カ
ル
ス
ト

ジ
オ
パ
ー
ク
日
高
村
説
明
会
」
開
催
の
案
内

　
越
知
町
職
員
で
あ
っ
た
、
小
田

尋
子
（
楠
神
）
さ
ん
が
、
平
成
21

年
３
月
31
日
付
け
で
、
住
民
課
を

最
後
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
働
い
て
い
ま
す
。

 

一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、

住
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
定
額
給
付
金
と
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
受
け
付

け
を
４
月
よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
役
場
か
ら
３
月

末
に
申
請
書
を
世
帯
主
宛
に
、
子
育
て
応
援
特
別
手

当
は
該
当
す
る
世
帯
に
つ
い
て
の
み
送
付
し
て
い
ま

す
。
申
請
も
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

10
月
１
日
（
木
）

※
必
要
書
類
（
本
人
確
認
書
類
の
写
し
・
通
帳
の
写

し
）
の
添
付
が
な
い
と
、
確
認
作
業
等
に
よ
り
支

払
い
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

※
役
場
か
ら
確
認
の
た
め
お
電
話
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
し
た
り
、
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
世
帯
に
属
す
る
18
歳

以
下
の
子
供
の
う
ち
、
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
第
２
子
以
降
の
子

供
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

◆
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

情　報　広　場

ひ
ろ
こ

住民課

小田尋子
住民課保健衛生係

西　鮎子
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情　報　広　場

行政相談委員

大原竹子

　
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

の
た
め
、
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん

に
半
日
人
間
ド
ッ
ク
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
受
診
希
望
の
方
は
、
５
月
11
日

（
月
）
か
ら
７
月
31
日
（
金
）
ま

で
に
、
国
保
保
険
証
、
印
鑑
、
自

己
負
担
金
を
持
参
の
上
、
役
場
住

民
課
国
保
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
受
付
初
日
は
大
変
混
雑
し
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
の
で
受

付
最
終
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
募
集
人
数
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
受
診
対
象
者
】

○
越
知
町
国
民
健
康
保
険
に
１
年

以
上
加
入
（
保
険
証
の
資
格
取

得
の
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

し
て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
方
で
、
国
保
税
を
完
納
さ
れ

て
い
る
方
。

○
受
診
さ
れ
た
結
果
の
写
し
を
越

知
町
が
保
存
す
る
こ
と
、
ま
た
、

結
果
に
よ
っ
て
は
後
日
保
健
師

が
保
健
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
異
議
が
な
い
方
。

【
受
付
期
間
】

５
月
11
日
〜
７
月
31
日

【
健
診
時
期
】

８
月
〜
12
月
末

【
募
集
人
数
】

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
特
定
健
診
等
】

　
人
間
ド
ッ
ク
（
総
合
）
を
受
け

ら
れ
た
方
は
特
定
健
診
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
65
歳
以

上
の
方
は
生
活
機
能
評
価
を
別
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
検
査
内
容
】

●
総
合

胸
部
X
線
、
胃
透
視
、
腹
部
超
音

波
、
心
電
図
、
血
液
検
査
、
尿
検

査
、
便
検
査
、
糖
尿
病
検
査
、
肝

機
能
検
査
、
腎
機
能
検
査
、
視
力

眼
底
検
査
、
腹
囲
測
定
な
ど

●
脳

頭
部
映
像
診
断
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
、
頭

部
・
頸
部
血
管
撮
影
（
Ｍ
Ｒ
Ａ
）
、

頸
部
超
音
波
な
ど

　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
国
保
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

　
生
活
機
能
評
価
に
つ
い
て
は

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

人
間
ド
ッ
ク(

総
合
・
脳)

受
診
者
募
集

　
当
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
、

本
年
４
月
１
日
付
け
で
大
原
竹
子

さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
を
お
聴
き
し
て
い
る
、

皆
さ
ん
の
身
近
な
民
間
有
識
者
の

方
で
す
。

　
委
員
は
、
①
国
の
仕
事
②
Ｊ
Ｒ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
特
殊
法
人
の
仕
事
③

県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を
受
け

て
行
っ
て
い
る
仕
事
な
ど
に
つ
い

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
等
を
受
け
、
そ
の

解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

　
相
談
は
、
委
員
の
自
宅
で
受
け

付
け
る
ほ
か
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
定
期
的
に
開
設
さ
れ
る
相
談

所
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
５
月
の
春
の
行
政
相
談

週
間
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

５
月
22
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す

る
「
行
政
相
談
ポ
ス
ト
」
で
も
、

投
書
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
横
畠
東
３
７
５
番
地

　
大
原
竹
子

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
８
０
８

行
政
相
談
委
員
に
大
原
竹
子
さ
ん
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３
月
１
日
〜
５
月
31
日
は
、
春

の
「
緑
の
募
金
強
化
月
間
」
と
し

て
、
全
国
一
斉
に
募
金
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
森
と
緑
の
会
越

知
町
支
部
で
は
、
５
月
に
『
家
庭

募
金
』
を
中
心
に
募
金
活
動
を
行

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
集
め
ら
れ
た
「
緑
の
募
金
」
は
、

高
知
県
森
と
緑
の
会
を
通
じ
て
、

県
内
の
森
林
整
備
や
緑
化
推
進
等

の
事
業
、
公
募
に
よ
る
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
自
治
会
、
市
町
村
の

緑
化
活
動
へ
の
助
成
等
、
身
近
な

環
境
の
緑
化
活
動
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

 

（
社
）
高
知
県
森
と
緑
の
会

　
越
知
町
支
部
（
産
業
建
設
課
内
）

　
T
E
L
２
６
―
1
1
0
5

 

（
社
）
高
知
県
森
と
緑
の
会

　
T
E
L
0
8
8
7
―
5
2
―
0
0
7
2

「
緑
の
募
金
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

木
造
住
宅

耐
震
診
断
補
助
事
業

　
今
年
度
も
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
対
象
と
な
る
住
宅

は
、
町
内
に
あ
り
次
の
要
件
を
満

た
す
木
造
住
宅
で
す
。

●
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
建
物
で
昭
和
57
年
１

月
１
日
ま
で
に
竣
工
し
た
階
数

が
２
階
以
下
の
も
の

●
在
来
軸
組
木
造
構
法
・
伝
統
構

法
で
建
て
ら
れ
た
も
の

●
賃
貸
住
宅
は
、
耐
震
診
断
に
つ

い
て
借
り
主
の
同
意
を
得
て
い

る
も
の

 

（
※
注
）
プ
レ
ハ
ブ
、
ツ
ー
バ

イ
フ
ォ
ー
、
丸
太
組
工
法
等
の
住

宅
は
対
象
外
で
す
。

【
個
人
負
担
金
】３,
０
０
０
円

【
受
付
期
限
】
11
月
30
日
（
月
）

※
診
断
は
、
高
知
県
建
築
士
事
務

所
協
会
に
委
託
し
、
高
知
県
木

造
住
宅
耐
震
診
断
士
に
登
録
さ

れ
て
い
る
診
断
士
の
派
遣
に
よ

り
実
施
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
１

情　報　広　場

【
小
中
学
校
】

■
耐
震
改
修
済
み
の
施
設

越
知
小
学
校
校
舎

　
平
成
８
年
度
改
修
工
事
完
了

※
体
育
館
は
新
耐
震
基
準
に
適
合

の
た
め
改
修
の
必
要
な
し

越
知
中
学
校
校
舎

　
平
成
20
年
度
完
了

〈
耐
震
診
断
結
果
〉

校
舎

Ｉ
Ｓ
値
　
０
・
１
９

　
　
　
（
０
・
７
以
上
に
補
強
済
）

特
別
教
室
棟

Ｉ
Ｓ
値
　
０
・
２
６

　
　
　
（
０
・
７
以
上
に
補
強
済
）

〈
耐
震
補
強
設
計
〉

　
平
成
19
年
度
に
実
施

〈
耐
震
改
修
工
事
〉

　
平
成
20
年
９
月
29
日
完
成

■
耐
震
診
断
の
実
施
が
必
要
な

　
学
校
施
設

越
知
中
学
校
体
育
館

〈
優
先
度
調
査
〉

平
成
18
年
度
実
施

優
先
度
ラ
ン
ク
⑤

〈
耐
震
診
断
〉

　
平
成
22
年
度
実
施
予
定

〈
耐
震
補
強
設
計
〉

※
診
断
結
果
で
改
修
が
必
要
な
場
合

　
平
成
23
年
度
実
施
工
事
予
定

〈
耐
震
改
修
工
事
〉

※
診
断
結
果
で
改
修
が
必
要
な
場
合

　
平
成
24
年
度
改
修
予
定

■
休
校
の
学
校
で
耐
震
診
断
・

　
耐
震
改
修
済
み
の
学
校

横
畠
小
学
校
校
舎

　
平
成
９
年
度
改
修
工
事
完
了

野
老
山
小
学
校
校
舎

　
平
成
10
年
度
改
修
工
事
完
了

【
越
知
幼
稚
園
】

〈
優
先
度
調
査
〉

平
成
18
年
度
実
施

優
先
度
ラ
ン
ク
④

〈
耐
震
診
断
〉　

　
平
成
21
年
度
中
に
実
施

〈
耐
震
補
強
設
計
〉

※
診
断
結
果
で
改
修
が
必
要
な
場
合

　
平
成
22
年
度
実
施
予
定

〈
耐
震
改
修
工
事
〉

※
診
断
結
果
で
改
修
が
必
要
な
場
合

　
平
成
23
年
度
改
修
工
事
予
定

用
語
説
明

Ｉ
Ｓ
値（
構
造
耐
震
指
標
）と
は

　
耐
震
診
断
に
よ
り
建
物
の
耐
震

性
能
を
示
す
指
標
で
、
Ｉ
Ｓ
値
０
・

６
以
上
で
耐
震
性
を
満
た
す
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
文
部
科
学
省
は

学
校
で
は
０
・
７
以
上
に
補
強
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｓ
値
０
・

３
未
満
は
大
規
模
な
地
震
（
一
般

的
に
震
度
６
強
程
度)

で
倒
壊
す

る
危
険
が
高
い
建
物
と
さ
れ
て
い

る
。

優
先
度
調
査
と
は

　
地
方
公
共
団
体
が
ど
の
建
物
か

ら
耐
震
診
断
等
を
実
施
す
る
か
、

優
先
順
位
を
検
討
す
る
た
め
の
調

査
で
ラ
ン
ク
①
〜
⑤
の
５
段
階
で

判
定
さ
れ
ま
す
。
数
字
が
低
い
ほ

ど
危
険
と
み
な
さ
れ
ラ
ン
ク
①
②

が
Ｉ
Ｓ
値
０
・
３
未
満
と
想
定
さ

れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会

　
T
E
L
２
６
―
３
４
０
０

教
育
委
員
会
関
係
施
設
の
耐
震
改
修
等
の
状
況
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「
こ
こ
ろ
」
の

 

個
別
相
談
会

　
こ
こ
ろ
は
い
つ
で
も
元
気
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切

な
人
と
の
別
れ
、
些
細
な
体
調
の

変
化
な
ど
に
よ
り
、
心
は
元
気
を

失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱
え
た
方
、

ご
家
族
、
支
援
す
る
関
係
者
の
方

の
ご
相
談
を
個
別
に
お
受
け
し
ま

す
。

【
日
時
】

５
月
14
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
相
談
料
】

無
料

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
内

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
大
　
・
矢
野
　

　
T
E
L
２
６
―
１
１
７
０

情　報　広　場

お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◎
ど
ん
な
相
談
で
も

　
お
受
け
し
ま
す

 

「
や
っ
ぱ
り
自
分
の
家
に
お
り
た
い･･

。
」

「
私
も
家
で
お
じ
ぃ
さ
ん
を
見
ち
ゃ
り
た

い
。
で
も･･

介
護
す
る
が
も
疲
れ
て
き
た･･

。」

本
人
や
家
族
の
思
い
に
反
し
て
「
介
護
」

と
い
う
問
題
は
家
族
に
も
重
く
の
し
か
か

り
ま
す
。
「
理
想
」
と
「
現
実
」
の
狭
間

で
悩
み
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
介
護
や
福

祉
制
度
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
ど
の
よ

う
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

◎
権
利
を
守
り
ま
す

　
今
、
認
知
症
や
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

を
狙
っ
た
悪
質
な
詐
欺
事
件
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

　
お
金
の
管
理
が
十
分
で
き
な
く
な
っ
た
方

に
対
し
て
被
害
に
遭
う
前
に
お
金
を
守
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
み
な
さ
ん
の
権

利
を
守
る
た
め
に
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

◎
い
ろ
ん
な
人
と
力
を

　
合
わ
せ
ま
す

　
私
た
ち
の
力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

問
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
域
の
中

の
い
ろ
ん
な
人
や
機
関
の
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
越
知
町
が
暮
ら
し
や
す
い
町
に
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
元
気
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に

　
応
援
し
ま
す

 

「
転
ん
で
骨
が
折
れ
て
入
院
し
た
と･･
。
」

高
齢
者
の
方
が
寝
た
き
り
に
な
る
原
因
に

筋
力
が
落
ち
る
こ
と
に
よ
る
転
倒
・
骨
折

が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
足
腰
に
筋
肉
が
付
く
よ
う
に
各
地
区
に

出
向
い
て
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
私

の
地
区
や
近
所
の
仲
間
と
も
や
っ
て
み
た

い
。
」
と
い
う
声
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◎
相
談
窓
口
は
こ
ち
ら
へ

　
役
場
内

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
電
話
２
６
―
１
１
７
０

　
担
当
　
大
　
・
矢
野

〜
越
知
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介
〜

◎
「
お
ば
ぁ
さ
ん
の
様
子
が
最
近
な
ん
か
お
か
し
い
」
「
家
族
だ
け
で
は
介
護
の
限
界
が
き
た
。
ど
う
し
た
ら
え
い
ろ
う
」

「
介
護
し
や
す
い
よ
う
に
家
を
改
修
し
た
い
」
「
詐
欺
の
被
害
に
お
う
た
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
え
い
ろ
う
」
高
齢
者
の
方
々

の
生
活
に
関
す
る
い
ろ
ん
な
困
り
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
て
必
要
な
支
援
を
し
て
い
く
の
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

は
ざ
ま
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４
月
５
日
に
上
ノ
峠
で
、
全
住
民
が
参
加
し
て
、
大
災
害
が
発
生
し

た
時
に
は
、
自
分
た
ち
の
集
落
の
住
民
は
自
分
た
ち
で
助
け
合
い
、
守

る
こ
と
を
意
識
し
て
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
昨
年
新
し
く
整
備
し
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
発
電
機
な
ど

の
救
出
・
救
助
用
資
機
材
の
取
り
扱
い
訓
練
や
、
実
際
に
タ
ン
カ
を
使

っ
て
の
傷
病
者
搬
送
訓
練
を
熱
心
に
行
い
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て

『
上
ノ
峠
自
主
防
災
組
織
』

　
最
近
、
「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
ず
に
来
て
ほ
し
い
」

と
い
う
よ
う
な
通
報
が
あ
り
ま
す
。
消
防
車
や
救
急

車
は
、
安
全
か
つ
迅
速
に
災
害
現
場
に
到
着
す
る
た

め
の
緊
急
車
両
の
条
件
と
し
て
、
赤
色
灯
を
つ
け
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
行
す
る
よ
う
に
道
路
交
通

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て
は
、
場
所
を
確
認
で
き
ま
し

た
ら
サ
イ
レ
ン
を
止
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
ら
手
を
振
っ
て
救
急
車
に
わ

か
る
よ
う
に
合
図
し
て
く
だ
さ
い
。
　

サ
イ
レ
ン
の
音
色
に
つ
い
て

　
救
急
車
は
サ
イ
レ
ン
音
が
『
ピ
ー
ポ
ー 

ピ
ー
ポ

ー
』
と
『
ウ
〜 

ウ
〜
』
の
２
種
類
あ
り
通
常
サ
イ
レ

ン
は
『
ピ
ー
ポ
ー 

ピ
ー
ポ
ー
』
で
す
が
、
交
差
点
の

進
入
時
や
救
急
車
の
接
近
を
よ
り
は
っ
き
り
さ
せ
る

時
な
ど
に
『
ウ
〜 

ウ
〜
』
の
サ
イ
レ
ン
音
に
切
り
替

え
た
り
し
ま
す
。

※
夜
間
・
早
朝
の
サ
イ
レ
ン
音
に
は
、
皆
様
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
病
院
紹
介
先

　
高
吾
北
消
防
署

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
１
１

物
部
川
水
防
演
習

救
急
要
請
さ
れ
る

際
の
お
願
い

　
水
防
演
習
で
は
各
地
域
で
活
躍
す
る
消
防
団
の
防

災
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
水
防
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
皆
さ
ん
も
水
防
演
習
に
参

加
し
、
一
緒
に
観
て
・
触
っ
て
・
考
え
て
、
水
防
活

動
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
水
防
演
習
日
時
】

５
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

【
会
場
】

物
部
川
右
岸
（
物
部
川
橋
下
流
）

【
内
容
】

水
防
工
法
・
人
命
救
助
訓
練
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
・

防
災
体
験
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
国
土
交
通
省
高
知
河
川
国
道
事
務
所
調
査
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
３
２
―
０
７
７
９

※「中小企業倒産防止共済制度」とは？

「ゆとり」をもって交通安全「ゆとり」をもって交通安全

消
防
署

だ
よ
り

ピ
ー
ポ
ー

ピ
ー
ポ
ー

ウ
〜
ウ
〜

ウ
〜
ウ
〜

ピ
ー
ポ
ー

ウ
〜
ウ
〜
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　花咲く暖かい季節になり、心弾ませながら大きなランド
セルを背負った新小学1年生を見かけます。
　交通安全協会佐川支部では、毎年新小学1年生に黄
色いランドセルカバーを贈呈しています。
　今年は管内の小学校10校へ199枚贈呈致しました。
　まだ通学路等に慣れていないので、地域の皆様は温か
い目で見守ってあげましょう。
　また子供達の手本になるよう日頃から交通ルールをし
っかり守りましょう。

TEL 22-0560

―新たな手口の振り込め詐欺にご注意を―

高知県内でも、同様の手口での振り込め詐欺が発生する可能性は十分にあります。被害に遭わないよう、ご注意ください。

詐欺の手口は…
　「商工振興組合」（東京都新宿区）を名乗る団体が、一方的
に中小企業にファックスを送信し、中小企業倒産防止共済制
度の利用を促し、保証金名目で現金を振り込ませるものです。

　  独立行政法人「中小企業基盤整備機構」が

　  運営する共済制度です

※「中小企業倒産防止共済制度」とは？※「中小企業倒産防止共済制度」とは？※「中小企業倒産防止共済制度」とは？

「中小企業倒産防止共済制度」の利用を騙った振り込め詐欺がすでに県外で発生しています。

TEL 22-0110

「ゆとり」「ゆとり」をもって交通安全をもって交通安全「ゆとり」「ゆとり」をもって交通安全をもって交通安全「ゆとり」をもって交通安全
行楽シーズンになりました。
　高速道路の料金値下げ（一部車両に限り）等もあり、
各地で道路の渋滞が予想されます。渋滞する道路では、
イライラしたり通常の判断が鈍り重大事故につながります。
　気持ちに『ゆとり』をもってハンドルをにぎりこまめに
休憩を取り交通安全につとめましょう。

ピ
ー
ポ
ー

ウ
〜
ウ
〜



越知町教育委員会

⒈自主性と創意の調和のとれた町民の育成を目指します。
⒉豊かな人権感覚・国際理解の深化を図っていきます。
⒊組織的・総合的な教育施策を推進し、教育環境の整備と改善に努めます。

基本方針

重点方針
⑴学校教育の
充実と
強化

⑵地域教育、社
会教育、公民館
活動の推進

⑶青少年
の

健全育成

⑷総合型地
域スポーツ
の推進

⑸文化
の
振興

⑹人権
教育の
推進

①基礎学力の定着と学力の向上を目指します。
②全教職員の指導力と資質の向上を目指します。
③いじめ・不登校を克服する学校・学級づくりを進めます。
④「豊かな心」を培い生きる力を育むとともに、子供たちが楽しく安心でき、
家庭や地域に信頼される学校・園づくりを目指します。
⑤児童生徒に運動に親しむ機会を確保し、基礎体力の向上につとめます。
⑥保幼小中の連携をより強化し、学力の向上や生きる力の育成に取り組みます。
⑦学校・園・家庭・地域の連携を強化し、家庭の教育力の向上を目指します。
⑧社会の変化（グローバライゼーション）に対応した教育を推進します。

具体的な
施策の例

① 各園・校間の授業公開や交流の推進に対する支援

② 交流学習や視察研修の実施など、職員研修の充実

③ 特別支援教育支援員の増員、スクールカウンセラーの配置

④ 仲間づくりアンケートの実施と効果的な活用の研修の実施

⑤ 楽しい運動を取り入れた授業づくりへの支援

⑥ 越知町保幼小中連携教育推進委員会の活性化

⑦ 広報「おち」を利用し、学校・児童生徒の活動を全戸に発信

⑧ 各園・校への外国語指導助手や国際交流員の派遣

　越知町教育委員会では、昨年７月に高知県教育委員会により策定された「学ぶ力を育み 心

に寄りそう 緊急プラン」に則り、本町の子供たちの学力の向上、人間関係づくりの能力や社

会性、コミュニケーション能力の育成など、21世紀を心豊かに生き抜いていける「生きる

力」の育成を目指すことを重点課題として取り組んでまいります。

　また同時に、生涯学習社会の基礎基本の力を培う観点に立って、幼稚園・保育園・小学

校・中学校の連携を緊密にするとともに協同して研究・実践を進め、知・徳・体の調和のと

れた、豊かでたくましい心と体を育み、郷土に誇りをもち国際社会で信頼される人間の育成

を目指し、以下のような方針で教育行政を推進してまいります。本年度も町民の皆様の多大

なご理解とご協力をよろしくお願いいたします。なお、紙面の関係もありますので学校教育

に関する点だけを詳しく紹介させて頂きます。
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⑵地域教育、社
会教育、公民館
活動の推進

⑶青少年
の

健全育成

⑷総合型地域スポーツ
の推進

①開かれた学校作りや家庭地域の教育の再生を目指します。
②学校・家庭・地域の連携の強化に積極的に取り組みます。
③社会教育の推進指導体制の整備と充実を図ります。
④子供から高齢者まで、生涯学習の推進を図ります。

①「青少年が生き生きと心豊かに、安心して安全に暮らせる家庭づくり」
を目指します。

②学校・家庭・地域社会や関係機関・団体が連携し、青少年にふさわしい
環境を作ります。

③地域に根ざした子育て支援や家庭教育の向上を図る取り組みをします。
④青少年の意欲を高め、心と体の相伴った成長を促すため、正しい食生活、
生活習慣、運動習慣を持てるように支援します。

⑤多様な体験活動の機会を提供し、仲間や地域の大人との交流によって、
青少年の社会性や人との関わり方の養成を図ります。

①地域住民が性別・年代に関係なく、気軽にスポーツを
楽しめる場所を提供します。

②町民一人ひとりのレベルや目的、年齢に合わせて参加
できる事業を実施していきます。

③振興を図るための環境整備にも取り組み「健全な心身

青少年育成越知町民会議との連携
少年育成センターとの連携
こども支援ネットワークとの連携

北広島町地域交流事業
国際交流事業
家庭教育支援の体制作り
新成人の集い事業

⑸文化の
振興

⑹人権教
育の推進

③振興を図るための環境整備にも取り組み「健全な心身
で豊かなスポーツライフを楽しむことのできる」【人
づくり】を目指します。

①文化推進協議会を中心とした、文化活動の推進を図ります。
②横倉山自然の森博物館を核とした、自然環境学習を推進します。
③越知町の文化財や文化遺産の保護に努めるとともに、郷土愛の醸
成に努めます。

①越知町人権教育研究協議会と連携を密にし、差別のない明るい地域
社会の実現を目指します。
②多くの町民が参加できる人権講演会を開催し人権意識の向上を図り
ます。
③あらゆる人権問題について、正しい認識を持ってもらえるよう、今
年もテーマを決めて多くの町民が参加できる講演会を開催します。

総合型スポーツクラブへ
の助成

地域交流を目指した
軽スポーツの推進

文化推進協議会の組織強化
博物館企画展の実施
ジオパーク構想への

取り組みの推進

越知町人権教育研究協議会との連携
幼保小中の一貫した指導体制への支援
人権講演会の実施

越知町教育委員会生涯学習課
ＴＥＬ ２６－３４００

お問い合わせ先
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国
際
交
流
協
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

国
際
交
流
員
　
孫
　
仙
正

幸
せ
の
要
素

　
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
は
４
月
初
旬
、

桜
き
ら
め
く
美
し
い
季
節
で
す
。
私
の

エ
ッ
セ
イ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、こ
の
春
は
ど

ん
な
色
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
都
会
で
暮
ら
し
て
い
た
２
年
前
ま
で

は
気
づ
い
て
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、田

舎
の
四
季
は
都
会
よ
り
倍
は
美
し
い
も

の
で
す
ね
。
お
花
、香
り
、緑
に
包
ま
れ

た
穏
や
か
な
風
景
、す
れ
違
う
人
た
ち

の
笑
顔
と
隣
に
付
き
添
っ
た
ワ
ン
ち
ゃ
ん

の
挨
拶
ま
で
、そ
の
全
て
が
心
に
余
裕

を
与
え
、あ
ら
ゆ
る
愛
し
い
も
の
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
。

　
去
年
の
春
ま
で
気
づ
い
て
な
か
っ
た
こ

と
を
一つ
発
見
し
ま
し
た
。
町
民
会
館
の

後
ろ
の
坂
道
に
は
レ
ン
ギ
ョ
ウ
が
咲
き

ま
す
。
日
本
は
春
と
い
え
ば
言
う
ま
で

も
な
く
桜
で
す
が
、韓
国
の
春
は
黄
色

い
レ
ン
ギ
ョ
ウ
と
桃
色
の
ツ
ツ
ジ
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
。（
も
ち
ろ
ん
桜
も
あ
り
ま

す
が
…
）日
本
人
の
桜
へ
の
思
い
と
は
少

し
違
い
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

新
学
期
が
始
ま
る
３
月
に
初
め
て
開

く
新
し
い
国
語
教
科
書
は
、必
ず
レ
ン

ギ
ョ
ウ
と
ツ
ツ
ジ
咲
く
春
の
話
か
ら
始

ま
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
感
覚
に
よ
る
記
憶
は
入
力
さ
れ
た

情
報
よ
り
は
る
か
に
強
烈
で
、そ
し
て

不
親
切
な
も
の
だ
と
、皆
さ
ん
も
思
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
そ
れ
は
予
期

せ
ぬ
瞬
間
、現
在
を
生
き
る
私
た
ち
の

世
界
に
そ
っ
と
侵
入
し
て
く
る
も
の
。

あ
る
香
り
、あ
る
味
、あ
る
風
景
、あ
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
・・・
。
過
去
、あ
る
時
点
で

私
を
取
り
巻
い
て
い
た
空
気
が
、全
く

同
じ
感
覚
で
今
の
自
分
の
世
界
に
訪

れ
て
く
る
不
思
議
な
瞬
間
。
恐
ら
く
そ

う
い
う
時
に
私
た
ち
は
強
い
郷
愁
を
感

じ
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　
黄
色
い
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、そ
の
小
さ
い
花

び
ら
に
、忘
れ
て
い
た
韓
国
の
春
と
幼

少
の
頃
の
思
い
出
が
、ま
る
で
満
ち
潮

の
よ
う
に
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

　
小
学
校
３
年
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
土
曜
日
だ
っ
た
の

で
平
日
よ
り
も
少
し
早
い
時
間
に
家
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
呼
び
鈴
を
鳴
ら
さ

ず
カ
ギ
で
ド
ア
を
開
け
る
と
、お
日
様

き
れ
い
な
窓
側
で
洗
濯
物
を
た
た
ん
で

い
た
お
母
さ
ん
が
、ふ
と
振
り
向
い
て「
お

帰
り
。ご
飯
食
べ
て
ね
〜
」
と
一
言
。い
つ

も
と
変
わ
ら
な
い
そ
の
瞬
間
だ
っ
た
と

覚
え
て
い
ま
す
。
私
が
は
じ
め
て
、「
幸

せ
感
覚
」
と
い
う
も
の
を
形
と
し
て
覚

え
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
の
瞬
間
が
。

　
そ
の
時
私
は
背
負
っ
て
い
た
ラ
ン
ド
セ

ル
を
投
げ
捨
て
、母
の
後
ろ
に
抱
き
つ
い

て「
お
母
さ
ん
、私
今
幸
せ
だ
と
思
う
。

こ
れ
が
幸
せ
っ
て
い
う
感
じ
な
ん
だ
ね
〜
」

と
、に
わ
か
に
、ぽ
つ
り
と
、「
幸
せ
」
を

漏
ら
し
ま
し
た
。
母
は
笑
っ
て
抱
っ
こ
し

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
日
私
が

や
る
べ
き
宿
題
を
全
部
終
わ
ら
せ
て
気

分
が
良
か
っ
た
か
ど
う
か
、学
校
で
何

か
良
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
か
ど
う
か
は

覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、た
だ
空
と
風
と

お
日
様
が
と
っ
て
も
き
れ
い
な
穏
や
か

な
春
の
日
だ
っ
た
こ
と
、そ
し
て
ニ
ッ
コ
リ

笑
う
母
の
後
ろ
の
窓
越
し
に
、黄
色
い

レ
ン
ギ
ョ
ウ
が
た
く
さ
ん
垂
れ
下
が
っ
て

い
た
こ
と
だ
け
は
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い

ま
す
。

　
何
カ
月
か
前
に
知
り
合
っ
た
友
人
の

一
人（
私
の
よ
う
な
外
国
か
ら
の
人
で
す

が
）は
、こ
の
頃
毎
日
の
よ
う
に
「
幸
せ

に
な
り
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
本
当

の
愛
に
出
会
い
、安
定
し
た
生
き
方
も

し
た
い
し
、日
本
の
生
活
に
疲
れ
を
感

じ
始
め
、ど
こ
で
何
を
し
て
生
き
て
い
け

ば
良
い
か
が
突
然
全
く
分
か
ら
な
く

な
っ
た
と
言
い
ま
す
。い
つ
に
な
っ
た
ら

本
物
の
幸
せ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の

か
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
素
直
で
自
由

な
生
き
方
が
と
て
も
魅
力
的
な
人
な

の
で
、役
に
立
て
な
い
こ
と
を
悪
く
思
っ

て
し
ま
い
、こ
の
頃
は
本
人
以
上
に
色
々

と
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
し
ま
う
私
で
す
。

（
笑
）

　
幸
せ
は
我
々
が
こ
の
世
を
生
き
る
テ

ー
マ
。
口
に
出
し
て
言
う
人
も
言
わ
な

い
人
も
い
ま
す
が
、み
ん
な
間
違
い
な
く

幸
せ
を
望
ん
で
生
き
て
い
ま
す
ね
。８

歳
の
春
、ど
う
し
て
小
さ
い
私
は「
幸
せ
」

と
い
う
も
の
を
形
と
し
て
覚
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
日
の
風
、

香
り
、気
温
、湿
度
、母
の
腕
の
中
、そ

の
何
か
が
私
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
幸
せ
を

も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
面
白
い
タ
イ
ト
ル
で
す
が
、イ
ギ
リ
ス

の
心
理
学
者
た
ち
が
算
出
し
た
「
現
実

幸
福
公
式
」
に
よ
る
と
、幸
せ
を
作
る

た
め
の
６
つ
の
公
式
が
あ
る
と
も
言
い

ま
す
。

・
自
分
自
身
と
身
近
な
人
の
た
め

時
間
を
使
う
こ
と

・
過
去
や
未
来
に
生
き
な
い
こ
と

・
興
味
や
趣
味
を
追
う
こ
と

・
実
現
可
能
な
目
標
を
持
つ
こ
と

・
運
動
し
て
休
息
す
る
こ
と

・
た
く
さ
ん
の
人
よ
り
家
族
、
友

人
、
恋
人
と
の
信
頼
や
絆
を
深

め
る
こ
と

　
一
見
、当
た
り
前
の
単
純
な
言
葉
を

並
べ
立
て
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

結
局
「
生
き
て
い
る
こ
と
に
ど
れ
く
ら

い「
甲
斐
」
を
感
じ
て
い
る
か
。
」
に
比

例
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
要
素
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
、愛
で
も
あ
り
、友
情
で
も
あ

り
、金
銭
で
も
あ
り
、名
誉
で
も
あ
り
、

趣
味
や
興
味
で
も
あ
り
え
る
で
し
ょ
う
。

普
通
の
場
合
そ
の
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

あ
る
程
度
取
れ
て
い
て
、各
要
素
の
細

か
い
満
足
度
が
高
い
ほ
ど
人
は
幸
せ
を

覚
え
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
満

足
度
が
低
け
れ
ば
人
間
は
虚
無
を
感

じ
る
こ
と
か
ら
、結
局
幸
せ
の
反
対
は

「
虚
無
」で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
し
た
。

　
我
々
み
ん
な
に
と
っ
て
幼
少
の
頃
の

思
い
出
が
特
に
美
し
い
の
は
、知
識
と

文
明
を
基
盤
と
す
る
ど
ん
な
偏
見
や

先
入
観
も
持
っ
て
い
な
い
透
明
な
心
で

世
の
中
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
て
い
た

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
供
の
頃

の
世
の
中
は
、全
て
が
新
鮮
で
楽
し
い

刺
激
あ
ふ
れ
る
不
思
議
な
と
こ
ろ
で
、

虚
無
を
感
じ
る
暇
な
ん
か
全
く
な
か
っ

た
で
す
。そ
の
た
め
大
人
た
ち
は
み
ん
な
、

自
分
の
心
の
奥
底
で
輝
い
て
い
る
童
心-

そ
の
透
明
な
幸
せ
を
い
つ
ま
で
も
愛
し

く
思
え
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
海
を
渡
っ
た
越
知
町
で
も
レ
ン
ギ
ョ

ウ
は
同
じ
く
綺
麗
で
、忘
れ
て
い
た
韓

国
の
春
と
幼
少
の
頃
の
思
い
出
を
呼
び

起
こ
し
ま
す
。
と
言
っ
て
も
飛
行
機
１

時
間
半
の
距
離
で
い
つ
で
も
帰
れ
る
と

こ
ろ
で
す
が（
笑
）。で
も
で
も
、外
国
で

感
じ
る
こ
う
い
う
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
さ
え
、

美
し
い
春
に
は
ロ
マ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
♪

　
い
つ
も
隣
り
合
わ
せ
し
て
い
る
テ
ー
マ

「
幸
せ
」
、こ
れ
を
一
粒
一
粒（
？
）は
っ
き

り
と
肌
で
感
じ
る
た
め
、家
族
と
愛
す

る
人
を
振
り
向
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
今

側
で
笑
っ
て
く
れ
る
あ
な
た
こ
そ
が
、今

の
私
の
幸
せ
を
作
る
大
き
な
要
素
で
あ

る
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

も
の
で
す
。

　
こ
の
春
が
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
、幸
せ
な
季
節
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

ー
国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
５
月
９
日（
土
）、平
成
21
年
度
越

知
町
国
際
交
流
協
会
の
総
会
を
開

催
し
ま
す
。
会
員
の
方
に
は
文
章
を

回
し
ま
す
が
、新
し
く
入
会
さ
れ
た

い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、教

育
委
員
会（
２
６
―
３
４
０
０
、河
添
、

孫
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【
本
の
森
図
書
館
開
館
日
時
】

火
曜
〜
日
曜

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

（
休
館
日
　
月
曜
・
年
末
年
始
）

　
た
だ
い
ま
「
第
51
回
こ
ど
も

読
書
週
間
」
期
間
中
で
す
。
小

中
学
生
を
対
象
に
「
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
」
を
使
っ
た
楽
し
い
企
画
を

行
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
本
を

読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
告
　
白
」湊

　
か
な
え
　
著

 

　
４
月
に
発
表
さ
れ
た
「
全
国
書

店
員
が
選
ん
だ

”い
ち
ば
ん
売
り

た
い
本
！
“
２
０
０
９
年
本
屋
大

賞
」
に
て
、
み
ご
と
大
賞
に
輝
い

た
今
話
題
の
一
冊
で
す
。

「
三
匹
の
お
っ
さ
ん
」

有
川
　
浩
　
著

 

　
還
暦
ぐ
ら
い
で
ジ
ジ
イ
の
箱
に
蹴

り
こ
ま
れ
て
た
ま
る
か
と
、か
つ
て
の

悪
ガ
キ
３
人
が
私
設
自
警
団
を
結

成
。
定
年
後
、近
所
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
に
再
就
職
し
た
剣
道
の
達
人
キ
ヨ
、

居
酒
屋
の
元
主
人
で
柔
道
家
の
シ
ゲ
、

機
械
を
い
じ
ら
せ
た
ら
無
敵
の
頭

脳
派
、工
場
経
営
者
ノ
リ
の
３
人
を

中
心
に
、詐
欺
や
痴
漢
、動
物
虐
待

な
ど
、ご
町
内
の
悪
を
成
敗
！

　
地
元
高
知
県
出
身
の
著
者
の
最

新
作
で
す
。

子
ど
も
の
本

「
く
ま
の
グ
ー
の

あ
つ
あ
つ
ピ
ザ
」

ハ
オ
・
グ
ワ
ン
ツ
ァ
イ
　
著

市
川
　
真
由
美
　
訳

 

　
く
ま
の
グ
ー
と
ワ
ニ
の
ワ
ン
は
、

大
の
な
か
よ
し
。

　
お
た
が
い
に
、
お
得
意
の
ピ
ザ

と
ケ
ー
キ
を
ふ
る
ま
っ
て
毎
日
楽

し
く
く
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
へ
、
大
富
豪
の
ミ
ス
タ
ー

チ
ュ
ー
が
あ
ら
わ
れ
て
、
ワ
ン
の

ケ
ー
キ
を
金
貨
１
枚
で
買
っ
て
か

ら
、
な
に
や
ら
お
か
し
な
こ
と
に
・
・
・

※
図
書
館
か
ら
の
お
願
い

　
本
の
森
図
書
館
で
は
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
、
新
古
本
（
購
入
１
年

以
内
の
も
の
）
の
寄
贈
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
一
度
読
ん
で
書

棚
の
隅
に
眠
っ
て
い
る
本
が
あ
れ

ば
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
図
書
館
に
な
く
て
も
、

気
に
な
る
本
、
読
ん
で
み
た
い
本

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

本
の
森

図
書
館
だ
よ
り

　
４
月
20
日
、
桐
見
ダ
ム
湖
に
中

央
西
土
木
事
務
所
職
員
な
ど
11
人

に
よ
り
、
鯉
の
ぼ
り
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。

い
ら
な
く
な
っ
た
「
鯉
の
ぼ
り
」

譲
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

　
桐
見
ダ
ム
で
は
、
毎
年
５
月
に

「
鯉
の
ぼ
り
」
を
渡
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
鯉
の
ぼ
り
」
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
や
県
内
の
方
々
か
ら
の
ご

好
意
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
長
年
の
使
用
で
傷
み
も
激

し
く
年
々
数
が
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
の

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
「
鯉
の

ぼ
り
」
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
無
償

で
提
供
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、

次
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
西
土
木
事
務
所

　
桐
見
ダ
ム
管
理
事
務
所

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
６
０

鯉
の
ぼ
り
の
川
渡
し
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昨
年
、
好
評
だ
っ
た
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち

ゃ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
11
月
の
産
業
祭
で
今

年
も
行
い
ま
す
。
審
査
は
、
重
さ
だ
け
で

な
く
色
、
形
の
部
門
も
あ
り
ま
す
の
で
作

っ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

【
配
布
本
数
】

先
着
50
人
（
一
人
に
苗
２
本
）

【
配
布
日
】

５
月
７
日
（
木
）
〜

※
な
く
な
り
し
だ
い
終
了

【
配
布
場
所
】

Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス
越
知
支
所
購
買
前

【
参
加
資
格
】

○
越
知
町
産
業
祭
へ
出
品
し
て
く
れ
る
方

【
出
品
先
】

Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス
越
知
支
所
流
通
セ
ン
タ
ー

【
出
品
期
限
】

11
月
27
日
（
金
）
午
後
４
時

※
審
査
は
色
、
形
、
重
さ
の
部
門
が
あ
り

ま
す
。
各
部
門
１
位
に
３,
０
０
０
円
の

賞
金
が
出
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
町
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　
Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス
越
知
支
所
営
農
経
済
課
内

　
T
E
L
２
６
―
２
８
６
０

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
！

” 
無
料
開
放 

“

　
５
月
の
母
子
保
健
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
。
乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い

る
親
子
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

５
月
26
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
容
】

・
育
児
相
談
（
身
長
・
体
重
測
定
な
ど
）

・
い
ろ
い
ろ
作
り
ま
し
ょ
う

【
講
師
】

在
宅
保
育
士

【
持
参
す
る
も
の
】

※
計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康
手
帳

※
３
時
ご
ろ
お
や
つ
の
時
間
を
設
け
て
お

り
ま
す
が
、
お
茶
、
お
や
つ
は
各
自
が

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
さ
れ
た
い
方
は
、
材
料
等
の
準
備

の
た
め
５
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

　
T
E
L
２
６
―
３
２
１
１

今
月
の
母
子
保
健
事
業

国家公務員中途採用者選考試験の概要

※職場に配属された後は、管理・監督者の指導・指示を受け、係員としての定型的な業務から経験していくことになります。

【受験資格】昭和４４年４月２日～昭和５５年４月１日生まれの者 

【採用予定数】全区分合計で１５０名程度（詳細については、５月中旬配布予定の受験案内を参照してください）

【採用予定日】採用はおおむね平成２２年４月１日になります。

【受付予定期間】６月２３ 日（火）～ ３０ 日（火）

【１次選考】９月６ 日（日）※１次選考の試験問題は、高等学校卒業程度のレベルの問題が出題されます。

この試験の受験申し込みおよび、試験日程などの詳細は次のお問い合わせ先にご連絡してください。

◆お問い合わせ先　人事院人材局試験課　ＴＥＬ０３－３５８１－５３１１

　　　　　　　　　この試験に関する詳細情報は、人事院ホームページ（http://www.jinji.go.jp/）でも順次掲載していきます。

　平成２１年度において、国家公務員中途採用者選考試験（再チャレンジ試験）を以下のとおり実施します。
※申し込むことができる「試験の区分」は一つに限ります。
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５
月
の
「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」

は
次
の
と
お
り
で
す
。
み
な
さ
ん

誘
い
合
っ
て
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
「
な
か
よ
し
ひ

ろ
ば
」
以
外
の
日
で
も
、
自
由
に

遊
び
に
来
て
構
い
ま
せ
ん
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

☆
５
月
の
予
定
☆

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

22
日
（
金
）

　
お
誕
生
会

27
日
（
水
）

　
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び

 

（
簡
単
な
手
遊
び
な
ど
親
子
の

　
ふ
れ
あ
い
遊
び
）

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
吉
本
・
井
上

　
T
E
L
２
６
―
２
１
４
１

　
５
月
10
日
は
「
地
質
の
日
」
で

す
。
地
球
生
命
史
、
地
球
環
境
、

自
然
災
害
を
理
解
す
る
う
え
で
重

要
な
地
質
に
つ
い
て
、
よ
り
身
近

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平

成
19
年
に
地
質
関
連
学
会
・
機
関

が
発
起
人
と
な
り
、
５
月
10
日
を

「
地
質
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
に
は
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
が
設
立
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国

際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
が

支
援
す
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日

本
で
初
め
て
認
定
さ
れ
る
と
み
ら

れ
、
地
質
に
対
す
る
関
心
度
も
高

ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
で
は
、

『
日
本
の
地
質
百
選
』
の
一
つ
と

し
て
登
録
さ
れ
た
『
横
倉
山
の
地

質
』
と
そ
の
地
に
根
ざ
し
た
自
然

環
境
や
文
化
を
活
か
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
５
月
10
日
の
「
地
質
の

日
」
に
あ
わ
せ
て
博
物
館
を
無
料

開
放
し
、
日
本
最
古
の
４
億
年
前

の
石
灰
岩
を
有
す
る
横
倉
山
や
、

日
本
有
数
の
岩
石
の
種
類
の
豊
富

さ
を
誇
る
仁
淀
川
に
つ
い
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
る
日
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
５
月
の
博
物
館
行
事
】

講
演
「
鳥
形
山
系
の
花
た
ち
」

講
師
　
稲
垣
典
年
氏

（
牧
野
植
物
園
）

５
月
４
日
（
月
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

博
物
館
３
階
展
望
ロ
ビ
ー

「
呈
茶
」

（
越
知
町
茶
道
サ
ー
ク
ル
・
博
物

館
友
の
会
と
の
共
催
で
、
１
０
０

人
分
の
抹
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
す
）

５
月
５
日
（
火
・
祝
）

午
前
10
時
〜

博
物
館
３
階
展
望
ロ
ビ
ー

「
地
質
の
日
」

博
物
館
無
料
開
放

５
月
10
日
（
日
）

（
終
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

「
地
質
遺
産
へ
の
道
つ
く
り
」

博
物
館
友
の
会
と
共
催
し
、
日
本

最
古
の
４
億
年
前
の
石
灰
岩
『
土

佐
桜
』
の
採
石
場
跡
へ
の
道
つ
く

り
を
５
月
10
日
（
日
）
に
行
い
ま

す
。

「
鳥
形
山
植
物
観
察
会
」

案
内
：
吉
岡
郷
継
氏
（
写
真
展
・

鳥
形
山
系
の
花
た
ち
主
催
者
）

要
予
約
（
定
員
25
人
に
な
り
次
第

締
め
切
り
と
し
ま
す
）

５
月
23
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

博
物
館
集
合
・
解
散

◆
お
問
い
合
わ
せ
・

　
参
加
申
込
先

　
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

　
T
E
L
２
６
―
１
０
６
０

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
の
越
知
幼
稚
園
の
お
友

達
は
54
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
か
わ
い
い
３
歳
児
の
こ
と
り
ぐ

み
さ
ん
も
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

い
ま
す
。
当
日
は
園
庭
開
放
日
で

す
。
お
天
気
が
よ
け
れ
ば
園
庭
で

春
の
運
動
会
を
し
ま
す
。
い
っ
し

ょ
に
走
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
も
、
月

１
回
の
園
庭
開
放
日
を
設
け
て
楽

し
く
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
き
て
く
だ
さ

い
。

園
庭
開
放
（
春
の
運
動
会
）

【
日
時
】

５
月
８
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
幼
稚
園

　
T
E
L
２
６
―
１
１
０
７

幼
稚
園
で

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
！

5
月
10
日
は
地
質
の
日

〜
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館 

”” 

無
料
開
放

無
料
開
放 

“
〜

5
月
10
日
は
地
質
の
日

〜
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館 

” 

無
料
開
放 

“
〜
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去
る
４
月
15
日
、
越
知
町
８
区
氏
原
和

子
様
よ
り
、
越
知
小
学
校
と
越
知
中
学
校

の
図
書
購
入
に
と
、
20
万
円
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
る
ご
芳

志
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
寄
付
の
お
礼

お
く
や
み

町
民
の
動
き

　
野
老
山
お
と
な
の
学
校
で
は
、
今
年
で

３
年
目
と
な
る
第
３
回
お
茶
祭
り
ペ
タ
ン

ク
大
会
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
お
茶
粥

や
雑
炊
を
味
わ
い
な
が
ら
野
老
山
で
の
一

日
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

５
月
23
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

雨
天
の
場
合
は
５
月
30
日
（
土
）
に
延
期

し
ま
す
が
、
延
期
日
が
雨
天
の
場
合
は
中

止
と
し
ま
す
。

【
場
所
】

野
老
山
小
学
校
運
動
場

【
参
加
費
】

一
人
　
３
０
０
円

【
申
し
込
み
方
法
】

町
民
会
館
に
備
え
付
け
て
あ
る
申
込
用
紙

に
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

越
知
町
越
知
甲
２
５
６
２
越
知
町
民
会
館

内
「
野
老
山
お
と
な
の
学
校
お
茶
祭
り
ペ

タ
ン
ク
大
会
」

【
申
込
期
限
】

５
月
15
日
（
水
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
佐
藤
忠
義

　
T
E
L
２
６
―
３
３
０
６

野
老
山
お
茶
祭
り

ペ
タ
ン
ク
大
会
参
加
者
募
集

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

　
い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待
な
ど
の

相
談
ご
と
は
、
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
中
心
と
な
っ
て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　
　
　

　
こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

　
昼
間
　
T
E
L
２
６
―
３
４
０
０

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

　
夜
間
　
T
E
L
２
０
―
０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

　
T
E
L
０
８
８
―
８
６
６
―
６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

　
T
E
L
０
８
８
―
８
６
６
―
３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　
　
　
　
　

　
T
E
L
０
８
８
―
８
２
２
―
６
５
０
５

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

　
T
E
L
０
８
８
―
８
３
３
―
２
９
２
２

※
住
民
課
に
死
亡
届
の
あ
っ
た
方
を
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。

３
月
届
け
出
分

人口

男

女

世帯数

出生

死亡

転入

転出

1

10

23

46

6,788

3,160

3,628

3,061

（△32）

（△22）

（△10）

（△  9）

（4月1日現在）
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◎
た
む
ら
ち
せ
い

　
な
ん
に
す
る
縄
か
と
問
え
ば
垣
繕
い

○
檮
原  

数
密

　
よ
う
や
っ
と
開
花
の
水
仙
つ
む
じ
風

○
西
　
せ
つ
子

　
て
の
ひ
ら
の
丸
薬
七
色
弥
生
尽

○
前
田
　
勝
子

　
盆
梅
の
見
事
に
咲
き
て
亡
夫
と
愛
で

○
南
　
冨
美
恵

　
立
春
の
風
入
れ
か
え
る
小
抽
斗

○
松
本
　
孝
子

　
応
え
な
き
沈
丁
花
の
庭
去
り
が
た
し

○
服
部
す
え
子

　
竹
鳴
ら
す
春
一
番
の
風
を
聞
く

○
岡
田
　
美
央

　
菜
の
花
や
強
風
注
意
報
駅
に
出
て

○
藤
原
　
里
美

　
三
月
の
雨
に
烟
し
行
者
山

○
辻
　
　
静
香

　
初
蝶
の
あ
と
さ
き
に
な
る
宮
詣
り

○
澤
田
　
泰
彦

　
春
野
菜
抱
え
し
老
婆
と
無
人
駅

『
会
員
募
集
』

　
あ
け
ぼ
の
句
会
で
は
、毎
月
、第
２
日
曜
日
の

正
午
か
ら
約
２
時
間
。
町
民
会
館
で
た
む
ら
ち

せ
い
先
生
を
講
師
に
楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。

  

入
会
ご
希
望
の
方
は
、澤
田（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
・
０
８

９
７
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

５
月
18
日
（
月
）

午
前
８
時

サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
集
合

午
後
５
時
30
分

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
高
知
―
室
戸
岬
―
甲
浦
―

白
浜
ビ
ー
チ
―
室
戸
―
高
知
―

越
知

【
実
施
要
領
】

・ 

車
両
利
用
に
よ
り
実
施
す
る

・
参
加
料
３
５
０
０
円

 

（
弁
当
代
含
）

・
申
込
期
限
は
５
月
10
日
と
し
、

募
集
人
員
に
達
す
れ
ば
締
め
切

る
も
の
と
す
る

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り
と
す
る

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
野

　
T
E
L
２
６
―
０
４
５
８

歩
こ
う
会

東
洋
町
甲
浦
コ
ー
ス

（お誕生会）

JAコスモス

JAコスモス

JAコスモス

行政相談

（春の運動会）

歳 カ

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

つ

ま

こ
ひ
き
だ
し

が
ん
や
く 

な
な
い
ろ 

や
よ
い
じ
ん

か
き
つ
く
ろ

ち
ん
ち
ょ
う
げ

け
む
り

め

あ
け
ぼ
の
句
会

5
月

6
月



　
４
月
５
日
に
の
ぞ
み
公

園
（
谷
ノ
内
地
区
）
で
地

区
民
や
地
区
出
身
者
な
ど

約
80
人
が
参
加
し
て
桜
の

お
花
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
い
き
い
き
長

生
き
学
園
で
踊
っ
て
い
た

フ
ラ
ダ
ン
ス
が
好
評
で
関

係
者
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
カ
ラ
オ
ケ
で
は
、「
真
っ

赤
な
太
陽
」
、「
星
降
る
街

角
」
な
ど
を
熱
唱
、
舞
台

は
踊
り
子
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
み
ん
な
で
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

に
ぎ
や
か
な

お
花
見

　
３
月
23
日
に
「
土
佐
ツ
ム
ラ
の

森
」
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
の
一

環
と
し
て
「
越
知
中
学
校
壁
画
除

幕
式
」
と
「
薬
草
現
地
作
業
実
習
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
11
月
に
「
土
佐
ツ
ム
ラ

の
森
」
の
活
動
記
念
と
し
て
、
越

知
中
学
校
２
年
生
（
51
人
）
が
約

４
カ
月
を
か
け
て
制
作
し
た
壁
画

の
除
幕
を
越
知
中
学
校
で
行
い
、

ツ
ム
ラ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
土

佐
、
越
知
中
学
校
校
長
、
生
徒
の

代
表
の
４
人
が
一
斉
に
ヒ
モ
を
引

き
、
２
９
０
㎝
×
４
４
０
㎝
の
見

事
な
壁
画
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
薬
草
栽
培
作
業
実
習
で
は
、
ツ

ム
ラ
社
員
の
方
に
、
昨
年
か
ら
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
土
佐
が
整
備
を

進
め
て
き
た
杖
立
体
験
林
で
、
ホ

ウ
ノ
キ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
樹
木
の

植
栽
や
歩
道
整
備
な
ど
の
作
業
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

「
協
働
の
森
づ
く
り
」
事
業
と
は

　
高
知
県
が
主
催
す
る
事
業
で
県
、

市
町
村
と
企
業
が
一
緒
に
な
っ
て

森
林
の
再
生
と
地
域
の
方
々
と
の

交
流
を
行
う
事
業
で
す
。

　
３
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
、
越
知
町
民
総
合
運
動

場
を
メ
イ
ン
会
場
に
12
チ
ー
ム
が

集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
心
配

さ
れ
て
い
た
前
日
ま
で
の
雨
も
あ

が
り
、
開
会
式
こ
そ
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、
天
気
に
恵
ま
れ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

 

２
回
戦
か
ら
の
出
場
と
な
っ
た

越
知
中
学
校
は
加
茂
中
学
校
と
対

戦
し
４
対
０
で
勝
利
し
、
勝
ち
進

ん
だ
準
決
勝
で
は
、
横
浜
中
学
校

に
惜
し
く
も
３
対
１
で
敗
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
横
浜
中
学
校
が
昨

年
度
優
勝
校
の
土
佐
中
学
校
を
２

対
０
で
下
し
、
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。

 

今
大
会
の
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
、
保
護
者
の

皆
様
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

優
　
勝
　
横
浜
中
学
校

準
優
勝
　
土
佐
中
学
校

第
三
位
　
城
北
中
学
校

　
　
　
　
越
知
中
学
校

第
28
回 

中
学
校
野
球
越
知
交
歓
大
会

森
林
の
再
生
と
地
域
と
の
交
流
を
目
的
に

広報おち 5月号
広報おちは再生紙
を使用しています。


